
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

皆さんに、あることを知ってほしくて、右の写真のような水

槽を作りました。水草もなく、空き缶も入っていて、水も綺麗

な透明ではなく少しよどんでいます。現在この水槽に暮らして

いるのは「アメリカザリガニ」と「スクミリンゴガイ（通称：

ジャンボタニシ）」の人間の手で日本にやってきた外来生物の２

種類。日本に昔からいる生き物は入っていません。 

この水槽のモデルは、今現在のどこかにある川の様子です。

綺麗なように見えて、日本本来の川の様子とはほど遠い状態の

川の現実です。そんな現実をこの水槽を見て、知っていただき、

考えてもらえることがスタッフの願いです。 

令和３年（2021年） 
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1月 16日 ほたる館情報 
ヘイケボタル 3匹 

 

ホタル一口メモ 

ゲンジボタルの幼虫は、雨が

降る夜に川から上陸します。な

ぜ雨が降る日なのでしょう。 

次の２つの理由が考えられます。 
①乾燥しないように、川の中の環境
に近い雨の日を選んでいる。 
②雨が降ると土が柔らかくなって潜
りやすい。 
 ただ、経験上 
シーズンの最初 
は雨の日に上陸 
しますが、その 
後は曇りの日で 
も上陸すること 
があるようです。 

 

 

 

 

 

ほたる館の仲間たち 

アブラボテ 

体色が暗黄褐色に変わ
る婚姻色が重油色に似
ているのが名前の由

来。ちなみに「ボテ」
とはタナゴ類の俗称で
ある。 

 
 
１ ホタルと連鶴の折り紙教室 

2/13（土）13:00～14:00 
２ 親子で学ぶ昆虫学入門 

   「冬の虫探し」 
  2/20（土）14:00～16:00 

３ 生き物講座 
「生き物たちの恋事情」 
2/27（土）14:00～15:00 

４ 原色押し花教室 
2/28（日）13:00～15:00 

 
※2月 3 日（水）より募集開始 
※中止になる場合があります。 

ご了承ください。 

 

 

Facebook 

 

インスタグラム 

光りながら上陸する幼虫 


